
3 平成29年４月１日号 2

■市民１人当たりに使われるお金
民生費　145,256 円
総務費　48,304 円
公債費　40,829 円
土木費　38,044 円
教育費　35,590 円
衛生費　23,336 円
消防費　14,034 円
農林水産業費　5,977 円
商工費　3,242 円
その他　4,590 円

本
庄
市

施
政
方
針

予算総額　515 億 7,470 万円
（前年度と比べ、７億 3,925 万円の減少）

▼ 一般会計　283 億 7,300 万円

▼ 特別会計　173 億 9,406 万円

▼ 企業会計　   58 億    764 万円予算

　
本
年
は
、
平
成
20
年
度
に
策

定
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
指
針

で
あ
る
「
本
庄
市
総
合
振
興
計

画
」
の
最
終
年
度
に
あ
た
り
ま

す
。
次
期
計
画
の
策
定
を
見
据

え
つ
つ
、「
世
の
た
め
、
後
の

た
め
」
の
理
念
の
も
と
、
次
の

時
代
に
「
つ
な
ぐ
」
べ
く
、
市

政
の
さ
ら
な
る
発
展
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆

さ
ま
の
一
層
の
ご
支
援
と
ご

協
力
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

行
政
経
営
に
関
す
る

基
本
的
な
考
え
方

　
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少

の
進
行
、
甚
大
な
被
害
を
も
た

ら
す
自
然
災
害
な
ど
、
わ
が
国

の
社
会
は
困
難
な
課
題
に
直

面
し
て
お
り
、
特
に
、
急
速
に

進
む
人
口
減
少
問
題
の
克
服

は
、
最
大
か
つ
喫
緊
の
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
人
と

人
と
の
関
係
が
希
薄
な
超
高

齢
化
社
会
の
中
で
、
家
族
や
地

域
に
お
け
る
互
い
の
支
え
合

い
、つ
ま
り
、人
間
同
士
を
「
つ

な
ぐ
」
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
モ
ノ
と
モ
ノ
を

「
つ
な
ぐ
」、
さ
ら
に
は
、
コ
ト

と
コ
ト
を
「
つ
な
ぐ
」、
人
・

モ
ノ
・
コ
ト
を
つ
な
ぐ
時
代
で

す
。
本
年
は
こ
の
「
つ
な
ぐ
」

を
理
念
と
し
、
行
政
経
営
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。
平
成
29
年

度
も
引
き
続
き
本
市
の
地
方

創
生
を
力
強
く
進
め
、「
人
も

地
域
も
元
気
で
健
康
な
都
市
　

本
庄
」
を
目
標
に
、「
人
を
呼

び
込
む
健
全
な
ま
ち
づ
く
り
」

の
実
現
を
目
指
し
、「
人
口
減

少
へ
の
対
応
」、「
地
域
経
済
の

活
性
化
」、「
地
域
の
特
性
を
活

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
」
を
重
点

的
・
優
先
的
な
施
策
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

■市民１人当たりが負担する市税
固定資産税　61,539 円
市民税　　　57,598 円
都市計画税　  8,419 円
市たばこ税　  7,574 円
軽自動車税　 2,547 円

１人当たり
137,677 円

区分 予算額 増減率
一般会計 283 億 7,300 万円 △ 4.5％

特
別
会
計

国民健康保険
特別会計 103 億 2,380 万円 4.7％

住宅資金貸付
事業特別会計 349 万円 △ 19.9％

農業集落排水
事業特別会計 5 億 5,587 万円 △ 17.1％

介護保険
特別会計 57 億 3,004 万円 4.0％

後期高齢者
医療特別会計 7 億 8,086 万円 1.9％

企業
会計

水道事業
会計 25 億 8,992 万円 △ 2.5％

下水道事業
会計 32 億 1,772 万円 6.6％

合計 515 億 7,470 万円 △ 1.4％
※水道事業会計、下水道事業会計は、収益的支出及び
資本的支出で集計
収益的支出：施設の維持管理にかかる経費の支出
資本的支出：施設をつくるための経費の支出

平成 29 年度

総務費
38 億 1,547 万円

（13.4％）

公債費
32 億 2,503 万円

（11.4％）

土木費
30 億 507 万円

（10.6％）

教育費
28 億 1,124 万円

（9.9％）

衛生費
18 億 4,325 万円

（6.5％）

消防費
11 億 853 万円

（3.9％）

農林水産業費
4 億 7,209 万円（1.7％）

商工費
2 億 5,610 万円（0.9％）

その他
3 億 6,259 万円（1.3％）

歳出 民生費
114 億 7,363 万円

（40.4％）

平成 29 年度の各会計予算が、市議会第１回定例会で
可決されました。新年度予算の概要をお知らせします。

１人当たり
359,202 円

 ▼ 一般会計予算の構成

平
成
29
年
度

国庫支出金
42 億 2,027 万円

（14.9％）

地方交付税
38 億 5,000 万円

（13.6％）

市債
27 億 1,140 万円

（9.6％）

県支出金
19 億 6,004 万円（6.9％）

地方消費税交付金
12 億 7,900 万円（4.5％）

繰入金
9 億 5,660 万円（3.4％）

繰越金
8 億 4,000 万円（3.0％）

諸収入
4 億 5,171 万円（1.6％）

分担金及び負担金
4 億 4,247 万円（1.6％）

地方譲与税
2 億 5,800 万円（0.9％）
使用料及び手数料
2 億 3,826 万円（0.8％）

財産収入
6,957 万円（0.2％）

その他
2 億 2,070 万円

（0.7％）

歳入
市税
108 億 7,498 万円

（38.3％）283 億
7,300 万円

283 億
7,300 万円

 ▼ 市民１人当たりに換算すると ▼ 会計別予算

予
算
編
成
の

基
本
的
な
考
え
方

　
わ
が
国
の
経
済
は
、
政
府
に

よ
る
経
済
対
策
や
政
策
の
推

進
等
に
よ
り
、
雇
用
・
所
得
環

境
が
引
き
続
き
改
善
し
、
民
需

を
中
心
と
し
た
景
気
回
復
が

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
本
市
の
財
政
状
況
で
す
が
、

歳
入
の
根
幹
を
な
す
市
税
に

お
い
て
は
、
法
人
市
民
税
の
伸

び
は
見
込
め
る
も
の
の
、
個
人

市
民
税
は
、
伸
び
悩
み
の
状
況

に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
将
来
人

口
が
減
少
傾
向
に
あ
る
中
で
、

社
会
保
障
経
費
の
増
加
や
公

共
施
設
の
維
持
・
更
新
に
対
応

す
る
な
ど
、
将
来
に
わ
た
り
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
こ
と
が
重
要
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま

え
、
平
成
29
年
度
の
予
算
編
成

は
、
既
存
事
業
の
見
直
し
や
新

た
な
発
想
に
よ
る
事
業
の
創

出
を
行
う
こ
と
で
、
安
定
し

た
雇
用
の
創
出
、
交
流
・
定
住

人
口
の
増
加
、
若
い
世
代
の
結

婚
・
出
産
・
子
育
て
の
支
援
、

地
域
連
携
の
促
進
な
ど
を
積

極
的
に
進
め
、
本
市
の
将
来
像

「
あ
な
た
が
活
か
す
、
み
ん
な

で
育
む
、
安
全
と
安
心
の
ま
ち
　

本
庄
～
世
の
た
め
、
後
の
た
め

～
」
の
実
現
を
目
指
す
も
の
と

し
ま
し
た
。


